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求めて学ぶ 考えて行う 自ら鍛える １２月３日（月）

『いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議』
校長 飯野 博史

早いもので、今年のカレンダーも残り一枚となりま

した。もうすぐ楽しみなクリスマス、冬休みを迎えま

すが、さらに気を引き締めて学校生活を送っていきま

す。ご協力、よろしくお願いいたします。

２０日（火）大岡山小学校において「いじめ問題を

考えるめぐろ子ども会議」を開催しました。大岡山小

６年生児童と八中２年生が「いじめのない学校を目指

して」をテーマに話し合いをしました。

最初の全体会でＤＶＤ『ＳＴＯＰ！いじめ』をみん

なで視聴しました。その後、１６班に分かれて話し合

いを深めました。８月末に交流会を行っていたのでス

ムーズに話し合いが進行しました。八中生が司会に記

録に大活躍していました。各班毎に話し合ったことを

「行動宣言」としてまとめました。

後半の全体会では「行動宣言」を掲示し、改めて「い

じめのない学校」を目指していくことを確認しました。

八中ではこの会を受けて各学級で「いじめ」につい

て話し合い、「いじめ防止スローガン」を作成し、17

日（月）の生徒会朝礼で学級毎に発表します。

■生き方教室「『働く』ということ」
２２日（木）２学年で「生き方教室」を行いました。

１月に実施する職場体験を前に、企業で働く方から働

くことの意味ややりがいなどについてお話をうかがう

のがねらいです。

今回は（株）三井住友銀行、読売新聞東京本社から

講師をお招きしました。

「銀行で働く上でのキーワードは『信頼』だという

ことがとても印象に残りました。普段の生活を送る上

でも『信頼』は大切だと思いました。」「新聞社の仕

事で大変だと思ったことは夜11時までには次の日の新

聞を書き終えて、朝刊は朝６時までには届けなければ

いけないということです。台風や大雪でも朝６時まで

には届けなければいけないというのは驚きでした。」

生徒は様々な感想をもちました。職場体験につなげ

ていきます。

今回の企画・実施にあたっては、ＮＰＯ法人「おや

じ日本」のご協力をいただきました。ありがとうごい

ました。 生き方教室 →

しらさぎ



◎生徒の活躍

・Meguro English speech contest 11/17 日本工業大学駒場中学校

最優秀賞 ○○○○さん

※ 区スピーチコンテストに続いて最高の賞を獲得しました。

・平成30年度目黒区読書感想文コンクール

特選 ○○○○さん 「『カレーライスを一から作る』ということ」（都・佳作）

佳作 ○○○○さん 「あきらめない心」

〃 ○○○○さん 「成功をみんなで」」

〃 ○○○○さん 「十四歳」

〃 ○○○○さん 「人生の勝ち負け」

入選 ○○○○さん 「出会い」

◎ オリンピック・パラリンピック教育講演会（人権講演会）

八中では毎年、人権週間を設定し「人権講演会」を開催しています。今年度は、オリ

ンピック・パラリンピック教育講演会と兼ねて実施します。

１ ねらい

① 東京オリンピック・パラリンピックに関

心をもつとともに、一人一人がオリンピッ

ク・パラリンピックにどうかかわっていく

か考える機会とする。

② 障害のある人に対する正しい知識と理解

を促進し、偏見や差別をなくす。

③ 障害のある、なしにかかわらず、全ての

人が前向きに自分らしく生きていく社会の

実現について考える。

２ 日時・場所

・平成３０年１２月１３日（水）５校時

１３時４０分～１４時４０分

・本校体育館

３ 演題・講師

「いっしょに走ろう」 中田崇志さん（マラソン伴走者）

《プロフィール》

アテネパラリンピック 高橋勇市選手の伴走 マラソン 優勝（金メダル）

ロンドンパラリンピック 和田伸也選手の伴走 5000M ３位（銅メダル）

リオデジャネイロパラリンピック 和田伸也選手の伴走 マラソン 5位

1500M ６位、5000M ６位

2006年 世界選手権 高橋勇市選手の伴走 マラソン 優勝（金メダル）

2011年 世界選手権 和田伸也選手の伴走 マラソン ３位（銅メダル）

2013年 世界選手権 和田伸也選手の伴走 マラソン ３位（銀メダル）

2015年 世界選手権 和田伸也選手の伴走 5000M ３位（銅メダル）

2017年 ワールドカップ 和田伸也選手の伴走 マラソン 優勝（金メダル）

※ 当日は学校公開日です。地域・保護者の方もぜひお出でください。

改めてご案内は配布いたしません。本通知をもってご案内とさせていただきま

す。

ロンドンパラリンピック

5000ｍ 銅メダル獲得

左は和田選手、右が中田さん


